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 重点研究 
□ 個別調査研究   

課 題 名 
流域内の多様な立地における土砂管理に向けた土砂動態のプロセス解明 
 

参 画 者 
＊４名以上の場合
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１ 氏名: 山川陽祐 所属: 山岳科学センター 職名: 助教 
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山岳科学センターの

機 能強 化への 貢献 

本プロジェクトで検討する「土砂管理」は山地上流部から海洋へかけて流域全体

を通じた課題であり，また，水・土砂災害に直結し得る課題である。この重要な

課題について，MSC 内における研究体制基盤および外部の幅広い研究者との研

究ネットワークを構築するとともに，大型外部資金の獲得へ向けた有効な布石と

することを狙う。 

研究・事業の目的 

本プロジェクトでは，上述の流域を通じた土砂動態・土砂管理の課題のうち，特

に（1）中山間地の大規模崩壊および土砂・洪水氾濫発生場における水・土砂動

態，および（2）草原植生の土砂移動緩和機能，についてその実態を解明し，流

域における適切な土砂管理対策への知見とすることを目的とする。 

研 究 ・ 事 業 
の 内 容 と 計 画 

上記（1）については，研究対象地として、中央構造線と糸魚川−静岡構造線に

挟まれた四万十付加体堆積岩地帯である、静岡県大井川水系上流部の筑波大学井

川演習林周辺の山地流域を設定する。当該地域には降雨や地震によって発生した

大谷崩や赤崩などの国内屈指の大規模崩壊を含む多数の崩壊地が分布し、その多

くでは拡大崩壊が進行し，流域への膨大な土砂供給源となっている。本研究は，

具体的には下記の①②の項目について現地観測に基づいて検討する。 
 

①大規模崩壊に先駆けた重力変形構造の解明 

大規模崩壊の発生に先駆けた重力変形現象について，その内部構造を詳細に把

握することによって，大規模崩壊の発生予測指標とされる重力変形地形（線状凹

地，山向き小崖）の判定精度向上が期待される。本研究では重力変形地形のうち

山頂付近にしばしば認められる線状凹地に着目する。この様な凹地は地下水を涵

養する場となり大規模な崩壊を引き起こすことが指摘されているが，実際に凹地

における水文・地質構造はまだ明らかとなっていない。そこで，崩壊発生メカニ

ズムに大きな影響を及ぼすと考えられる，線状凹地が顕著に発達する当該地域の



潜在的な大規模崩壊危険地を対象に，常時微動探査，表面波探査，電気比抵抗探

査などの種々の物理探査手法，ならびに UAV を援用した詳細な地形・地質調査

を組み合わせることにより，山体斜面内部の水文地質構造をこれまでになく詳細

に明らかにすることを目的とする。 
 

②大起伏の大規模崩壊多発地における降雨流出特性 

山地流域からの土砂流出は，雨水流出によって強く規定される。しかし，急勾

配かつ水・土砂の流出が激しい大起伏の中規模流域（流域面積 1～10 km²スケ

ール）は観測が難しく，洪水時のデータがほとんど得られていない。本研究では，

国内の代表的な大起伏山地である当該地域を対象として，多地点での詳細な水文

調査を行う。 
 
上記（2）の草原植生の土砂移動緩和機能については，長野県・菅平高原や上

田市周辺で， 0～400 年という様々な継続期間の草原と林齢 40～90 年の森林を

対象にして、根系量を明らかにして、歴史の古い草原は根系量が豊かであるとい

う作業仮説を検証し、草原植生が持つ土砂移動緩和や斜面防災の機能について理

解を深める。 

期 待 さ れ る 成 果 

崩壊地などの土砂供給源から流出した土砂は、場の種々の要因によって支配さ

れ，それぞれ系内に一旦滞留するものと系外へ流出する土砂がある。本研究によ

って得られる場の条件と土砂量の時空間変化の相互作用に関する研究成果は、土

砂災害発生場の特定、ダム堆砂量の予測、効果的な対策工の立案・設計に寄与す

ると期待される。 

関連課題での大型

研究費申請の可能

性の有無 

 有：科研費（基盤 A など），ニッセイ財団の環境問題研究助成など 

本プロジェクトによって各土砂動態プロセスに関する基盤的な原位置観測デー

タ収集を進めた上で，リモートセンシングを含む最新計測手法（大規模崩壊につ

いては例えば地震波探査法及び空中電磁探査など）を適用した研究内容の申請を

行う。 

研 究 経 費 の 内 訳 

旅費 40万円 

調査補助謝金 10万円 

（合計 50万円） 

外部資金獲得状況

（過去５年間） 
＊代表者のみ 

不採択になった研

究費申請も記載す

る（科研費以外も

含む）。 

【採択分】 

1. 日本学術振興会・科研費基盤 B（代表，R1~4 年度）「地形発達学的手法と

種々のセンシング技術を応用した深層崩壊発生危険度評価手法の開発」 
2. 日本学術振興会・科研費基盤 A（分担，R2~6 年度）「高精度土砂災害予測

のための山体地下水を考慮した水文モデルの開発と展開手法の構築」 
3. 河川砂防技術研究開発（分担，R1~3 年度）「降雨の既往最大値超過を基軸

とした革新的な警戒避難情報提供技術の開発」 
4. 日本学術振興会・科研費基盤 B（分担，R2~4 年度）「気候変動により増大

する災害リスク定量化のための洪水・土砂流出量予測手法の提案」 
5. 京大防災研一般共同研究（分担，R2~3 年度）「拡大崩壊地から蛇行河川を

通じた土砂移動ダイナミクス」 

6. 日本学術振興会・科研費基盤 C（分担，R4~6 年度）「斜面崩壊跡地を利用

した土壌炭素蓄積過程の解明」 
7. 日本学術振興会・科研費基盤 C（分担，R5~7 年度）「斜面崩壊跡地を利用

した土壌炭素蓄積過程の解明」 

8. 日本学術振興会・科研費基盤 B（代表，R5～8 年度）「付加体堆積岩山地に

おける水文・地盤情報カップリングによる雨水貯留・排水特性の把握」 

9. R5年度砂防・地すべり技術センター研究開発助成（代表，R5 年度）「付加

体堆積岩山地流域における大規模出水の流出解析手法の開発」 



 

【不採択分の大型資金】該当なし 

主 な 研 究 業 績 
（ 過 去 ５ 年 間 ） 
＊代表者１０件以
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https://doi.org/10.3390/rs16101757 

輿水康二，山川陽祐，内田太郎（2024）：大起伏の中古生代付加体堆積
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Kenta Iwasaki, Makoto Tamura, Hirokazu Sato, Kazuhiko Masaka, Daisuke 
Oka, Yosuke Yamakawa, Ken’ichirou Kosugi (2020): Application of 
Ground-Penetrating Radar and a Combined Penetrometer–Moisture Probe 
for Evaluating Spatial Distribution of Soil Moisture and Soil Hardness in 
Coastal and Inland Windbreaks, Geosciences 2020, 10(6), 238; 
https://doi.org/10.3390/geosciences10060238 



Yamakawa, Y., Hotta, N., Tsunetaka, H., Ohsaka, O., Masaoka, N., Imaizumi, 
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2299, DOI: 10.1002/esp.4880 

Ryo Okuwaki, Wenyuan Fan, Masumi Yamada, Hikaru Osawa, Tim J Wright 
(2021): Identifying landslides from continuous seismic surface waves: a case 
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Geophysical Journal International, Volume 226, Issue 2, August 2021, Pages 
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landslide in a snowy region, Hydrological Processes, 32, 2695-2707. 2018.  
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Arai, N., Chigira, M., (2019): Distribution of gravitational slope deformation 
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